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キー
ワ
ー ド ：天動説的宇宙観 、 仮想天球、Not　scale 、 座標系の 自由な移動 （視点移動）、

　　　　　 相対的位置 ・運 動の把握 、 訓練習得 、 地動説的宇宙観

1　本発表は、中学校理科 天文教材、「小単元、地球の 自転 」 の 学習で、空間に 関する認識隼力育成

を単元の 主 目標 の 柱 として 掲げ 、 そ の認 識能力を計 画的 に意図的に訓練 し習得 させ よう と した指導

法の 研究で あ る。

　まず、小単元 「地球 の 自転 」 に関する過去 に お ける 筆者の実践研 究 と関連 する研究文献をも とに、

生 。

　
　

　

　

　

　

　

II　小単元 「地球 の 自転」 の指導計画の 作成 にあた り、 上記  、   の 天文空間に おける認識能力に

関する躓 き配慮す る とともに 、 意 図的計画的に訓練習得させ る学習場 面をあ らか じめ組み 入 れ る試

み を した 。 そ して 、その 指導計画案を埼玉 県鳩山町立鳩 山中学校 1年生 （実験群 ： 114 名）を対

象 に実践 〔H10 ， 2月）する こ とに より検証 した 。

＊統制群 ： 111名は従来の通常授業 を実施

　指導計画の 概略 （訓練 習得 のポイン ト ： P ）

P1 ：透 明半球の ス ク リーン上 の影の 大小を利用 して の 仮想 ドーム

　　の相対性を把握 。 また、 3次元モ デル （透明半球）をス ク リ

　　ーン上の 影に よ り2 次元 に変換。　　　　　　　　　　　　 ”

P2 ：頭 の 中に描い た仮想 ドー
ムを透明半球 に置き換える思考を通

　　 し、観察者と半球の 中心 との 同
一

性 の 把握 。

P3 ：星 （星座）観 察記録 用紙 （2 次元の 紙面 ドーム）をもと に して 、天体物の 統一的な運行を

　　把握 。 ＊各班 ごとに乾式 コ ピー
で 星 （星座）観察記録用紙 をク リア ーシ

ー
トに複写 する 。

P4 ： クリア
ー

シ
ー ト （2 次元 の紙面 ドーム ）を仮想 ドーム として の 透明半球に 自由に貼 らせ る

　　外側か ら張 り付 け た り内側か ら張 り付 け る 中で 、、上下 、左右、前後、角度 、方位な どの

　　方向概念や対称概念を訓練習得。

P5 ：Not　scale 思考か ら自分の 観察場所 と地球 を同
一

視 し、 透明半球の 中心 に地球モデ ルとして

　　ピンポン玉 を着装 。 左 ・右に 自由に回転させ たピ ンポン玉 を透明半球の 内 ・外側か ら眺めて

　　方向概念 、 回転概念 （角速度）、 相対的な位置 ・運動関係 を訓練習得 。

田　実験群の授業実践の活動状 況、評価資料等 を統 制群 （従来 の 通常授業）との 比較か ら、 次の 諸

点が明 らかにな っ た 。

　（1）生徒達へ の   、  の 空間認識能力の 育成 とい う目標が 達成で きたと判断で きる 。

　（2）　「地球の 自転 と天体の 見か けの 動 きの 相対性」 を学ば せ るた め の透明半球教具は、生徒達の

　　　心的な視点移動の 訓練習得に大きな役割を果た したと判断で きる 。

　（3）生徒達は 、  、  の 空 間認 識能力を訓練習得の 過程 を通 して 、容易 に地動説的宇 宙観 を受け

　　　入 れ るだけ で な く、そ の 考え方に つ い て さらに主体的に考え られる よ うにな っ た 。

　そ の 結果 、 次の 結論 を得 た 。

　天文教材 におい て、望 ま しい 科学的概念 を学習 させる にあ た り、その 概念形成過 程にお け る天文

空間に関係する認識能力 を見い だ し、その 諸能力 を学習 目標の 柱 と して指導計画 案にあ らか じめ組

み入 れ る指導法は 、 学習者とっ て も 、 指導者 と っ て も有効で ある こ とがわか っ た 。
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